
 

 

 

 

教育内容・特色 

島根県立大学地域政策学部地域政策学科は、地域

社会やその関連する領域において、さまざまな地域

の関係者とコミュニケーションをとりながら協力・

協働し、企業や自治体、社会などの問題解決と地域

の自律的・持続的発展に寄与することのできる人材

を育成することを目的としています。 

 

求める人材 

求める学生像は次のとおりです。 
 

1．知識・技能 

⑴社会科学系の学問を学ぶ上で必要となる読解

力やものの見方を身につけている人 

⑵大学における学修に必要となる幅広い基礎学

力や教養を身につけている人 

 

2．思考力・判断力・表現力 

⑴多角的な視点に立って物事をとらえ、柔軟な発

想ができる人 

⑵自身の考えを明確に表現することができる人 

 

3．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

地域の諸課題について広く関心をもつとともに、

課題の解決に取り組む意欲があり、主体的に学修に

取り組むことができる人 

 

 

 

 

 
教育内容・特色 

地域政策学部地域政策学科地域づくりコースでは、

地域の人々と密接なコミュニケーションをとりなが

ら、地域の見落とされている価値や資源を発掘し、

地域が直面する課題に自分独自の解答を見出すこと

ができる「地域で生きる自立型人材」を育成します。 

この教育目的を達成するために、本コースの教育

課程を通じて、以下の能力を養成します。 

1.地域が保有する資源や価値を様々な角度から分

析し、的確に評価する力 

2.地域が保有する資源を再検討し、新たな価値を

見出すとともに、地域と協働して課題解決に取

り組む実践的な力 

3.取組みの成果をわかりやすく提示し、地域に還

元する力 

教育内容の特色は、以下のとおりです。 

1.実践型の授業科目(アクティブ・ラーニング)を

配置し、地域の特徴と課題を把握できるスキル

をみがきます。 

2.地域住民をはじめとした地域の様々な関係者と

のコミュニケーションを通して、地域づくりに

必要な構想力を養いながら、プロジェクトを実

際に企画・立案・実行し評価できる能力を養い

ます。 

3.地域との協力・協働による実践的な活動を通し

て、多様な視点から地域社会を分析し、課題解

決に向けたアイデアを具体化できる能力を身

につけます。 

 

求める人材 

1．知識・技能 

⑴他者と議論して考え方をまとめたり、成果物を

作成するために必要となる基礎学力や教養を

身につけている人 

 

2．思考力・判断力・表現力 

⑴自身の考え方や主張を、論理的に説明すること

ができる人 

⑵複雑な事案に向き合い、その原因と結果を探求

し、わかりやすく表現できる人 

 

3．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

⑴地域社会の課題解決に向け、主体的かつ積極的

に他者と協働する姿勢をもつ人 

⑵地域社会の新しい担い手となる意欲を持ち、そ

れに向けて努力を惜しまない人 

 
高等学校段階までの学習で身につけてほしいこと 

1.高等学校教育課程の基礎学力 

2.自分のオリジナリティを大切にし、自分自身で

考える力 

3.自分の考えを分かりやすくまとめ、他者に伝え

る力 

4.地域が抱える問題に関心を持ち、主体的に探求

しようとする姿勢 

5.前向きなチャレンジ精神と強い学修意欲 

 

 

 

 

地域政策学部地域政策学科の 
アドミッション・ポリシー 

地域づくりコースの 
アドミッション・ポリシー 



選抜の基本方針 

1．一般選抜（前期日程）  

大学入学共通テストの評価により、合格者を決定

します。大学入学共通テストでは、国語・英語を必

須とし、それ以外は、地歴、公民、数学、理科、情

報から高得点の 2 教科の得点を採用します。 これに

より、高等学校卒業レベルの基礎学力を評価します。 

なお、合否ボーダーライン層については、上述の

考え方による大学入学共通テストの得点に加え、書

類審査(調査書及び活動報告書)により、「主体性を持

って多様な人々と協働して学ぶ態度」を評価し、こ

れらを総合して合格者を決定します。 

 

2．一般選抜（後期日程） 

合格者の決定は、大学入学共通テストと面接の

評価を総合して行います。大学入学共通テストで

は、 国語・英語を必須とし、それ以外は、地歴・

公民、数学、理科、情報から最も高い点数の 1 教
科の得点を採用し、高等学校卒業レベルの基礎学

力を評価します。また、面接により、本コースで

の「学び」に対する意欲、自己表現力やコミュニ

ケーション能力など、本コースで学ぶ上での適性

を評価します。 

 

3．学校推薦型選抜（しまね高大連携推薦）  

合格者の決定は、プレゼンテーション及び面接

の評価を総合して行います。島根に愛情を持ち、

支えていこうという思いと夢のある人を、高校と

大学が共に育てます。プレゼンテーションと面接

によって、本コースで学ぶにあたって必要となる

基礎的な知識、「学び」に対する意欲、自己表現力

やコミュニケーション能力など、本コースで学ぶ

上での適性を評価します。 

 

4．総合型選抜（自己推薦）  

合格者の決定は、プレゼンテーション、小論文及

び面接の評価を総合して行います。高校在学中に、

生徒会活動や部活動などの学校内の諸活動、または、

NPO や高校生起業家などの学外活動において、自

分の役割をはっきりと認識し、主体的かつ意欲的に

取り組んできた経験がある人を対象としています。

プレゼンテーションと面接により、本コースでの「学

び」に対する意欲、自己表現力やコミュニケーショ

ン能力など、本コースで学ぶ上での適性を評価しま

す。また、小論文によって基礎学力を評価します。 

 

 

 

各選抜方法における求める力 （評価す

る力） 

【◎：特に重視する 〇：重視する】 

※特別選抜(社会人、帰国生及び私費外国人留学生)につい

ては、P54(島根県立大学国際関係学部国際関係学科及び

地域政策学部地域政策学科が実施する特別選抜におけ

る「選抜の基本方針」)を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 選抜方法 
知識 

技能 

思考力 

判断力 

表現力 

主体性を 

持って多

様な人々

と協働して

学ぶ態度 

一般 

選抜 

前期 

日程 

共通テスト ◎ ○  

書類審査   ○ 

後期 

日程 

共通テスト ◎ ○  

面接  ○ ◎ 

学校 

推薦型 

選抜 

しまね 

高大 

連携 

推薦 

プレゼンテー

ション 
○ ◎ ◎ 

面接  ○ ◎ 

総合型 

選抜 

自己 

推薦 

小論文 ◎ ○  

プレゼンテー

ション 
○ ◎ ◎ 

面接  ○ ◎ 



 

 

島根県立大学国際関係学部国際関係学科及び地域政策学部地域政策学科が実施する 

特別選抜における「選抜の基本方針」 

 

選抜の基本方針 

■社会人特別選抜 

合格者の決定は、小論文と面接の評価を総合して行います。小論文では、国際関係学部及び地域政策学

部の各コースで学ぶために共通して必要となる国語力・英語力や、思考力・表現力を総合的に評価します。

面接では、コースごとに、当該コースでの「学び」に必要となる基本的な知識のほか、主体的に学ぼうと

する意欲、自己表現力など、当該コースで学ぶ上での適性を評価します。 

 

■帰国生特別選抜 

合格者の決定は、小論文と面接の評価を総合して行います。小論文では、国際関係学部及び地域政策学

部の各コースで学ぶために共通して必要となる国語力・英語力や、思考力・表現力を総合的に評価します。

面接では、コースごとに、当該コースでの「学び」に必要となる基本的な知識のほか、主体的に学ぼうと

する意欲、自己表現力など、当該コースで学ぶ上での適性を評価します。 

 

■私費外国人留学生特別選抜 

合格者の決定は、日本留学試験、小論文及び面接の評価を総合して行います。日本留学試験では、基礎

的な日本語能力及び基礎学力を評価します。小論文では、国際関係学部及び地域政策学部の各コースで学

ぶために共通して必要となる国語力・英語力や、思考力・表現力を総合的に評価します。面接では、コー

スごとに、当該コースでの「学び」に必要となる基本的な知識のほか、主体的に学ぼうとする意欲、自己

表現力など、当該コースで学ぶ上での適性を評価します。 

 

各選抜方法における求める力 （評価する力） 

【◎：特に重視する 〇：重視する】 

①社会人特別選抜、帰国生特別選抜 

選抜方法 
知識 
技能 

思考力 
判断力 
表現力 

主体性を持って 
多様な人々と協働して学ぶ態度 

小論文 〇 ◎  

面接 〇 〇 ◎ 

 

②私費外国人留学生特別選抜 

選抜方法 
知識 
技能 

思考力 
判断力 
表現力 

主体性を持って 
多様な人々と協働して学ぶ態度 

日本留学試験 ◎   

小論文 〇 ◎  

面接 〇 〇 ◎ 

 

【国際関係学部・地域政策学部】 共通事項 


